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南
光
坊
天
海
の
仲
介
・
斡
旋
行
為
は
天
台
宗
内
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
他
宗
の
人
々
や
一
般
人
の
罪
人
救
済
な
ど
ま
で
、
そ
の
活
躍
は
多
方
面
に
わ
た
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と

に
つ
い
て
の
代
表
的
な
研
究
と
し
て
は
、辻
善
之
助
博
士
が
、そ
の
著
『
日
本
仏
教
史　

近
世
編
之
二
』
第
三
節
「
南
光
坊
天
海
」
の
項
で
す
で
に
次
の
よ
う
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

天
海
の
事
蹟
と
し
て
の
特
色
は
、
天
台
宗
の
復
興
で
あ
る
。
而
も
そ
の
復
興
し
た
寺
院
を
、
自
己
の
配
下
に
属
せ
し
め
て
、
そ
の
権
力
集
中
を
図
っ
た
。
関
東
天
台
の
分
立

の
如
き
亦
そ
の
一
例
と
看
る
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
他
宗
の
寺
院
若
し
く
は
廃
寺
で
も
、
何
等
か
の
由
緒
関
係
を
求
め
て
、
之
を
天
台
宗
に
帰
せ
し
め
よ
う
と
し
た
。
こ
の
他

何
等
か
の
機
会
に
、
自
己
の
権
勢
拡
張
を
図
る
為
、
さ
ま
ざ
ま
の
行
動
を
し
た
。
そ
の
実
例
を
左
に
揚
げ
る
。（
実
例
に
つ
い
て
は
項
目
の
み
を
示
す
）

一
、
吉
野
金
峯
山
寺
の
木
食
へ
の
対
応

二
、
北
野
千
本
養
命
坊
訴
訟

三
、
和
泉
牛
瀧
寺
の
押
領

四
、
上
野
長
楽
寺

五
、
備
前
金
山
寺

六
、
信
州
善
光
寺

七
、
下
野
今
市
如
来
寺

八
、
美
作
本
山
寺

九
、
紫
衣
、
僧
正
は
天
台
の
み
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十
、
京
都
大
仏
供
養
で
左
座
を
主
張

十
一
、
彰
考
館
本
「
大
僧
正
天
海
行
跡
」

以
上
は
、
天
海
が
天
台
の
復
興
と
共
に
、
自
家
の
権
勢
利
益
の
吸
収
に
努
め
た
こ
と
を
述
べ
た
。

（
中
略
）

天
海
の
政
治
上
に
於
け
る
功
績
に
至
っ
て
は
、
全
く
之
と
匹
敵
す
る
こ
と
能
は
ざ
る
も
の
で
あ
る
。
然
し
な
が
ら
、
彼
は
常
に
純
然
た
る
宗
教
家
の
態
度
を
失
は
ず
、
崇
伝

の
「
悪
」
に
対
す
る
「
善
」
の
役
ま
は
り
で
、
頗
る
利
得
の
あ
る
地
位
に
立
ち
、
失
意
の
境
遇
に
あ
る
も
の
を
庇
護
し
、
罪
過
を
犯
し
た
者
を
救
済
す
る
等
、
よ
く
そ
の
本

分
を
守
り
、
任
務
を
尽
し
た
と
も
い
え
る
。
今
そ
の
実
例
を
挙
げ
て
み
る
な
ら
ば
、（
実
例
に
つ
い
て
は
項
目
の
み
を
示
す
）

一
、
慶
長
十
九
年
、
大
久
保
忠
隣
の
改
易
へ
の
斡
旋

二
、
同
年
、
小
栗
忠
蔵
の
赦
免
の
斡
旋

三
、
元
和
五
年
、
福
島
正
則
の
改
易
へ
の
斡
旋

四
、
寛
永
八
年
、
松
平
忠
長
の
蟄
居
へ
の
斡
旋

五
、
寛
永
九
年
、
沢
庵
等
の
赦
免
へ
の
斡
旋

六
、
寛
永
十
一
年
、
松
平
正
綱
・
伊
丹
康
勝
の
勘
気
赦
免
へ
の
斡
旋

七
、
酒
井
忠
世
の
幽
居
赦
免
へ
の
斡
旋

八
、
中
院
通
村
の
赦
免
へ
の
斡
旋

天
海
の
開
い
た
請
赦
の
例
は
、
此
後
上
野
宮
の
慣
例
と
な
り
、
罪
人
が
そ
の
宮
の
請
に
依
っ
て
、
特
赦
せ
ら
る
こ
と
は
、「
増
上
寺
大
僧
正
御
願
」
に
依
る
特
赦
と
共
に
並

び
行
は
れ
た
。

右
の
よ
う
に
辻
博
士
に
よ
っ
て
大
変
詳
細
に
天
海
の
斡
旋
行
為
に
つ
い
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
本
論
で
は
辻
博
士
の
御
論
考
と
の
重
複
を
さ
け
る
た
め
、
近
世
天
台
宗

内
に
お
け
る
天
海
の
斡
旋
行
為
に
つ
い
て
、
新
し
い
用
例
を
紹
介
し
な
が
ら
、
近
世
天
台
宗
教
団
に
お
け
る
南
光
坊
天
海
の
役
割
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
た
い
。

本
論
で
は
私
が
も
っ
と
も
良
質
の
史
料
と
考
え
て
い
る
古
文
書
を
中
心
と
し
て
論
述
し
て
、
伝
記
や
記
録
の
史
料
は
で
き
る
だ
け
引
用
し
な
い
こ
と
に
す
る
。
さ
ら
に
紙
数
の

関
係
上
、
古
文
書
の
全
文
を
引
用
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
項
目
に
該
当
す
る
必
要
な
部
分
だ
け
を
引
用
す
る
。
そ
の
た
め
古
文
書
の
全
容
を
欠
く
こ
と
に
な

る
こ
と
を
お
許
し
い
た
だ
き
た
い
。
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近
世
天
台
宗
教
団
に
お
け
る
南
光
坊
天
海
の
役
割

一　

後
継
住
職
の
斡
旋

慶
長
十
八
年
（
一
六
一
三
）
と
推
定
さ
れ
る
卯
月
二
十
四
日
付
の
伯
耆
（
島
根
県
）
の
大
山
寺
岩
本
院
宛
の
南
光
坊
天
海
書
状
（『
武
州
文
書
』
所
収
）
に
は
、

仍
大
山
之
儀
、
住
持
相
定
候
義
候
而
、
又
不
極
事
候
、
正
覚
院
相
談
仕
、
従
是
可
申
越
候
、

と
あ
る
。こ
の
書
状
の
全
体
像
は
拙
稿「
南
僧
正
天
海
」署
名
の
発
給
古
文
書
に
つ
い
て（『
鴨
台
史
学
』第
９
号　

平
成
二
十
一
年
三
月
刊
行
予
定
）を
参
照
し
て
い
た
だ
き
た
い
が
、

伯
耆
大
山
寺
の
後
継
住
職
に
、
天
海
は
比
叡
山
の
正
覚
院
豪
盛
と
相
談
し
て
、
比
叡
山
の
薬
樹
院
久
運
を
派
遣
す
る
こ
と
を
伝
達
し
て
い
る
。
こ
れ
は
天
海
が
大
山
寺
一
山
内
部

で
起
っ
た
紛
争
に
介
入
し
て
、
幕
府
の
寺
社
行
政
の
要
職
に
あ
っ
た
金
地
院
崇
伝
、
京
都
所
司
代
板
倉
伊
賀
守
勝
重
、
有
力
者
の
施
薬
院
宗
伯
な
ど
と
相
談
し
て
、
こ
の
よ
う
に

斡
旋
し
た
の
で
あ
る
。

寛
永
元
年
（
一
六
二
四
）
と
思
わ
れ
る
卯
月
十
日
付
の
藩
主
最
上
源
五
郎
義
俊
宛
の
大
僧
正
天
海
書
状
（
立
石
寺
文
書
）
に
は
、

然
而
最
上
山
寺
之
庵
室
跡
之
儀
、
観
音
院
内
意
付
、
中
性
坊
申
付
申
候
、
弥
寺
相
続
仕
候
様
可
被
致
事
候
、
彼
寺
之
儀
、
貴
公
御
先
祖
之
遺
所
候
間
、
別
而
被
入
御
念
成
立

候
様
令
指
図
任
意
候
、

と
あ
る
。
こ
れ
は
最
上
（
山
形
）
の
山
寺
の
庵
室
の
後
継
住
職
に
つ
い
て
、
天
海
は
一
山
内
の
観
音
院
の
意
向
を
う
け
て
、
中
性
坊
に
任
命
し
て
い
る
。
そ
し
て
天
海
は
す
で
に

所
領
替
に
な
っ
て
い
た
が
、
山
寺
の
有
力
檀
越
最
上
源
五
郎
義
俊
に
助
成
を
要
請
し
て
い
る
。

寛
永
二
年
と
推
定
さ
れ
る
六
月
十
日
付
の
比
叡
山
横
川
の
別
当
代
・
学
頭
代
中
宛
の
大
僧
正
天
海
書
状
（
現
蔵
者
不
明
）
に
は
、

恵（
良
範
）
心
院
遠
行
驚
入
候
、（
中
略
）
跡
職
之
儀
、
院
内
中
可
然
様
相
談
尤
候
、

と
あ
る
。
ま
た
同
年
と
思
わ
れ
る
十
月
十
一
日
付
の
比
叡
山
松
禅
院
宛
の
大
僧
正
天
海
書
状
（「
慈
眼
大
師
御
年
譜
付
録
」
所
収
）
に
は
、

将
亦
恵
心
院
跡
職
之
事
、
恵
光
坊
相
続
有
之
様
と
の
儀
、
院
内
無
別
条
上
者
、
於
我
等
者
無
相
違
候
、
併
名
高
寺
院
候
間
、
一
往
可
経
上
意
候
、

と
あ
る
。
こ
れ
を
み
る
と
、
比
叡
山
の
恵
心
院
良
範
が
亡
く
な
っ
た
後
で
、
天
海
は
後
継
住
職
を
院
内
か
ら
選
出
す
る
よ
う
に
指
示
し
て
い
る
。
そ
し
て
実
際
に
後
継
住
職
は
恵

心
坊
が
選
出
さ
れ
て
い
る
。
天
海
も
異
存
な
き
旨
を
伝
え
る
と
と
も
に
、
恵
心
院
は
高
名
な
寺
院
で
あ
る
の
で
、
後
継
住
職
に
つ
い
て
、
将
軍
の
了
解
を
得
る
と
い
っ
て
い
る
。

年
未
詳
の
五
月
六
日
付
の
春
日
岡
（
栃
木
県
）
門
徒
中
・
檀
那
中
宛
の
大
僧
正
天
海
書
状
（
惣
宗
寺
文
書
）
に
は
、

三
海
病
気
故
閑
居
候
由
、
後
住
之
事
得　

御
諚
可
申
付
候
間
、
其
内
為
六
供
留
主
番
、
万
仕
置
等
、
如
三
海
時
申
付
候
、

と
あ
る
。
こ
れ
を
み
る
と
、
天
海
は
春
日
岡
（
栃
木
県
佐
野
）
惣
宗
寺
の
門
徒
や
檀
那
に
対
し
て
、
住
職
三
海
が
病
気
で
隠
居
し
た
の
で
、
後
継
住
職
は
御
諚
を
得
て
、
即
ち
将

軍
の
命
を
う
け
て
、
申
付
け
る
の
で
、
そ
れ
ま
で
寺
を
し
っ
か
り
管
理
す
る
よ
う
に
伝
達
し
て
い
る
。

寛
永
十
九
年
（
一
六
四
二
）
と
推
定
さ
れ
る
二
月
二
十
五
日
付
の
比
叡
山
松
禅
院
宛
の
上
野
執
当
衆
双
厳
院
・
最
教
院
・
竹
林
坊
連
署
書
状
（『
慈
眼
大
師
全
集
』
下
巻
、
比

三
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叡
山
日
記
所
収
）
に
は
、

惣
持
坊
乍
大
儀
、
勧
学
院
住
持
有
之
候
様
に
と
、
大
僧
正
被
仰
付
候
、

と
あ
る
。
こ
れ
を
み
る
と
、
比
叡
山
北
谷
惣
持
坊
周
海
が
、
寛
永
十
九
年
二
月
に
天
海
の
命
に
よ
っ
て
、
美
濃
（
岐
阜
県
）
の
勧
学
院
の
後
継
住
職
に
任
命
さ
れ
て
い
る
こ
と
が

わ
か
る
。

年
未
詳
の
六
月
六
日
付
の
岡
山
城
主
池
田
光
政
宛
の
大
僧
正
天
海
書
状
（『
岡
山
県
古
文
書
集
成
』
四
、
大
賀
島
寺
文
書
）
に
は
、

然
に
貴
国
大
賀
嶋
等
覚
院
跡
敷
之
儀
、
御
家
老
衆
迄
申
入
候
処
、
被
聞
召
届
候
由
忝
候
、
遠
国
之
事
候
間
、
台
家
之
儀
、
弥
以
憑
入
存
候
、

と
あ
る
。
こ
れ
を
み
る
と
、
天
海
は
備
前
（
岡
山
県
）
の
大
賀
嶋
等
覚
院
の
後
継
住
職
に
つ
い
て
、
藩
主
池
田
光
政
に
申
入
れ
を
し
て
い
る
。
さ
ら
に
六
月
七
日
付
の
池
田
光
政

か
ら
天
海
に
宛
て
た
書
状
（
同
寺
文
書
）
に
は
、

随
而
備
前
国
大
賀
嶋
等
学
（
マ
マ
）院

跡
職
之
儀
、
最
前
御
使
僧
へ
如
申
入
、
何
様
ニ
も
可
然
様
ニ
可
被
仰
付
候
、

と
あ
る
。
こ
れ
を
見
る
と
、
池
田
光
政
は
天
海
の
申
入
れ
を
う
け
て
、
大
賀
嶋
等
覚
院
の
後
継
住
職
は
天
海
次
第
と
返
答
し
て
い
る
。
そ
し
て
実
際
に
六
月
十
四
日
付
の
池
田
光

政
か
ら
在
地
の
家
老
衆
に
宛
て
た
書
状
（
同
寺
文
書
）
に
は
、

太（
マ
マ
）賀

嶋
東（
等
）覚

院
跡
式
之
儀
、
従
大
僧
正
御
理
候
条
、
何
様
ニ
も
僧
正
御
下
知
次
第
と
申
入
候
之
処
ニ
、
明
鏡
坊
ニ
住
持
御
申
付
候
由
、
被
仰
越
候
、

と
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
大
賀
嶋
等
覚
院
の
後
継
住
職
は
、
天
海
の
申
入
れ
通
り
、
藩
主
池
田
光
政
の
了
解
を
得
た
上
で
、
明
鏡
坊
が
住
職
に
任
命
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
の
形
式
が
地
方
の
有
力
天
台
宗
寺
院
の
後
継
住
職
任
命
の
基
本
的
な
ス
タ
イ
ル
で
あ
る
。

 

二　

有
力
者
へ
の
仲
介
・
斡
旋

　
年
未
詳
の
正
月
二
十
一
日
付
の
大
僧
正
天
海
宛
の
妙
法
院
尭
然
書
状
（「
慈
眼
大
師
御
年
譜
附
録
」
所
収
）
に
は
、

先
以
日
光
山
参
向
之
事
、
并
羊
僧
開
壇
之
義
、
伝
奏
注
進
之
趣
承
候
、
別
而
外
聞
旁
難
申
尽
次
第
候
、
御
次
而
之
刻
、
大
樹
御
前
可
然
様
、
御
取
成
偏
頼
入
候
、

と
あ
る
。
こ
れ
を
み
る
と
、
京
都
妙
法
院
門
跡
尭
然
は
自
身
の
日
光
山
参
向
の
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
、
天
海
へ
将
軍
へ
の
取
成
し
を
依
頼
し
て
い
る
。

年
未
詳
の
三
月
十
六
日
付
の
大
僧
正
天
海
宛
の
紀
伊
大
納
言
徳
川
頼
宣
書
状
（『
熊
野
那
智
大
社
文
書
』
第
三
所
収
）
に
は
、

然
者
熊
野
実
法
院
罷
上
候
節
、
御
懇
意
之
芳
札
過
当
之
至
候
、
就
中
、
以
御
肝
煎
、
御
目
見
仕
之
由
令
満
足
候
、

と
あ
る
。
こ
れ
を
み
る
と
、
紀
伊
藩
主
徳
川
頼
宣
が
天
海
の
肝
煎
に
よ
っ
て
領
国
内
の
熊
野
実
法
院
が
将
軍
に
御
目
見
得
で
き
た
こ
と
の
御
礼
を
い
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
御
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近
世
天
台
宗
教
団
に
お
け
る
南
光
坊
天
海
の
役
割

三
家
の
藩
主
徳
川
頼
宣
も
天
海
の
実
力
を
充
分
認
め
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

年
未
詳
の
六
月
八
日
付
の
大
僧
正
天
海
宛
の
江
戸
幕
府
年
寄
衆
松
平
伊
豆
守
信
綱
・
酒
井
讃
岐
守
忠
勝
・
土
井
大
炊
頭
利
勝
連
署
書
状
（『
武
州
文
書
』「
文
政
寺
社
書
上
」
所

収
）
に
は
、

将
亦
八
町
堀
金
蔵
寺
替
地
屋
敷
之
事
承
候
、
奉
得
其
意
候
、
疎
意
存
間
敷
候
、

と
あ
る
。
こ
れ
を
み
る
と
、
天
海
は
天
台
宗
寺
院
江
戸
八
町
堀
金
蔵
寺
の
替
地
に
つ
い
て
幕
府
の
年
寄
衆
に
申
入
れ
を
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
年
寄
衆
は
こ
の
申
入
れ
を
承

知
し
、「
疎
意
存
間
敷
候
」
と
い
い
、
大
切
に
対
応
す
る
と
答
え
て
い
る
。

年
未
詳
の
六
月
十
日
付
の
最
教
院
晃
海
宛
の
江
戸
幕
府
の
普
請
奉
行
衆
黒
川
八
左
衛
門
、
駒
井
次
郎
左
衛
門
、
朝
比
奈
源
六
連
署
書
状
（「
文
政
寺
社
書
上
」
浅
草
寺
社
書
上

甲
三
所
収
）
に
は
、

以
上

一
書
令
啓
上
候
、
仍
而
金
蔵
坊
寺
地
之
儀
、
今
日
相
済
申
候
、
先
者
大
僧
正
様
被
加
御
言
葉
候
条
、
御
次
テ
之
節
、
右
之
旨
可
被
仰
上
候
、
恐
惶
謹
言
、

六
月
十
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

黒
川
八
左
衛
門　
　
（
花
押
）

駒
井
次
郎
左
衛
門
（
花
押
）

朝
比
奈
源
六　
　
　
（
花
押
）

最（
晃
海
）
教
院御

侍
者
中

と
あ
る
。
こ
れ
を
み
る
と
、
天
海
の
申
入
れ
通
り
金
蔵
寺
の
替
地
は
実
施
さ
れ
て
い
る
。
し
か
も
普
請
奉
行
衆
は
天
海
の
言
葉
通
り
に
実
施
し
た
こ
と
を
弟
子
の
最
教
院
晃
海
に

伝
達
し
て
い
る
。
天
海
が
江
戸
幕
府
の
役
人
達
に
大
き
な
影
響
力
を
も
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

年
未
詳
の
五
月
十
五
日
付
の
鳥
取
藩
の
家
老
衆
荒
尾
内
匠
成
利
・
荒
尾
志
摩
守
嵩
就
・
和
田
飛
騨
守
三
正
・
乾
甲
斐
守
直
幾
宛
の
大
僧
正
天
海
書
状
（
鳥
取
大
雲
院
文
書
）
に
は
、

就（
鳥
取
藩
主
　
池
田
光
仲
）

其
相
模
守
殿
為
御
祈
願
所
上
者
、
長
寿
院
へ
貴
国
天
台
宗
諸
法
度
之
書
物
遣
候
間
、
弥
以
御
取
立
頼
入
候
、

と
あ
る
。
こ
れ
を
み
る
と
、
天
海
は
新
興
の
藩
主
菩
提
寺
長
寿
院
を
鳥
取
天
台
宗
寺
院
の
触
頭
に
任
命
し
て
、
天
台
宗
諸
法
度
を
同
寺
に
伝
達
す
る
こ
と
を
同
藩
の
家
老
衆
に
申

入
れ
、
長
寿
院
を
取
立
て
く
れ
る
よ
う
に
頼
ん
で
い
る
。

年
未
詳
の
九
月
十
四
日
付
の
大
僧
正
天
海
宛
の
青
蓮
院
門
跡
尊
純
書
状
（「
慈
眼
大
師
御
年
譜
附
録
」
所
収
）
に
は
、

殊
拙
僧
義
年
寄
衆
迄
、
御
取
成
之
段
、
外
実
本
懐
此
事
候
、

と
あ
る
。
こ
れ
を
み
る
と
、
天
海
が
青
蓮
院
門
跡
尊
純
を
江
戸
幕
府
の
年
寄
衆
に
取
成
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

五

・
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年
未
詳
の
霜
月
六
日
付
の
梶
井
宮
三
千
院
門
跡
最
胤
宛
の
天
海
書
状
（
三
千
院
文
書
）
に
は
、

藤（
藤
堂
和
泉
守
高
虎
）

泉
州
下
向
を
被
聞
召
合
、
為
御
取
成
候
間
、
御
発
足
奉
待
候
、

と
あ
る
。
天
海
は
梶
井
宮
三
千
院
門
跡
最
胤
に
対
し
て
、
藤
堂
和
泉
守
高
虎
の
下
向
を
待
っ
て
取
成
す
こ
と
を
約
束
し
て
い
る
。

寛
永
六
年
（
一
六
二
九
）
の
後
二
月
二
十
一
日
付
の
近
江
（
滋
賀
県
）
の
仁
正
寺
藩
主
市
橋
伊
豆
守
長
政
宛
の
大
僧
正
天
海
書
状
（
桑
実
寺
文
書
）
に
は
、

然
者
貴
公
御
領
分
之
内
、
江
州
桑
実
寺
山
門
末
寺
之
事
候
間
、
御
入
魂
候
而
可
給
候
、
同
別
所
正
覚
院
者
、
一
山
之
役
人
之
事
に
候
、
然
去
年
少
申
事
在
之
由
候
へ
共
、
手

代
衆
被
入
情（
精
）故
、
無
別
儀
候
由
可
被
聞
候
、
弥
如
前
之
法
流
等
致
相
続
候
様
任
置
候
、

と
あ
る
。
こ
こ
で
は
天
海
が
在
地
の
領
主
市
橋
伊
豆
守
長
政
に
山
門
末
寺
の
桑
実
寺
の
紛
争
解
決
を
宜
し
く
と
頼
ん
で
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

寛
永
十
六
年
（
一
六
三
九
）
三
月
二
日
付
の
美
濃
（
岐
阜
県
）
の
在
地
の
代
官
岡
田
将
監
善
政
宛
の
大
僧
正
天
海
書
状
写
（『
岐
阜
県
史
料
』
史
料
編　

古
代
・
中
世
一
所
収

南
宮
神
社
文
書
）
に
は
、

南
宮
ノ
義
関
ヶ
原
御
陣
之
時
炎
上
故
、
寺
社
之
作
法
知
行
方
モ
猥
ノ
由
候
、
幸
今
度
御
造
営
被
仰
付
之
上
者
、
為
末
代
候
条
、
南
宮
権
現
江
之
御
奉
公
ニ
御
改
頼
入
存
候
、

社
僧
社
家
ニ
ヨ
ラ
ス
、
社
役
ヲ
モ
不
仕
者
ナ
ト
ノ
知
行
取
申
事
不
謂
義
候
、
是
等
ヲ
モ
御
改
任
入
候
、

と
あ
る
。
こ
れ
を
み
る
と
、
天
海
は
美
濃
一
宮
の
南
宮
神
社
の
造
営
に
つ
い
て
、
在
地
の
代
官
岡
田
将
監
善
政
に
宜
し
く
と
頼
ん
で
い
る
。
天
海
が
南
宮
神
社
の
造
営
の
こ
と
を

こ
の
よ
う
に
斡
旋
し
て
い
る
の
は
、
南
宮
神
社
の
別
当
蓮
花
寺
が
天
台
宗
寺
院
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
様
々
の
場
面
で
、
天
海
が
自
己
の
配
下
の
天
台
宗
寺
院
の
こ
と
を
、
在
地
の
領
主
や
代
官
に
頼
ん
で
い
る
事
例
が
こ
の
外
に
も
数
多
く
見
ら
れ
る
。

年
未
詳
の
八
月
二
十
日
付
の
京
都
所
司
代
板
倉
周
防
守
重
宗
宛
の
大
僧
正
天
海
書
状
（
大
津
聖
衆
来
迎
寺
文
書
）
に
は
、

然
者
了
竹
宮
之
儀
付
、
上
せ
申
候
間
、
万
事
乍
御
六
ヶ
敷
、
御
指
引
頼
入
候
、

と
あ
る
。
こ
れ
を
み
る
と
、
了
竹
宮
の
こ
と
に
つ
い
て
、
そ
ち
ら
の
方
へ
行
か
せ
る
の
で
、
困
難
な
こ
と
で
あ
る
が
、
宜
し
く
指
引
き
を
し
て
ほ
し
い
と
、
天
海
が
京
都
所
司
代

の
板
倉
周
防
守
重
宗
に
頼
ん
で
い
る
。
京
都
所
司
代
は
西
国
の
寺
社
行
政
を
担
当
し
て
お
り
、も
っ
と
も
寺
社
行
政
に
影
響
力
を
も
っ
た
人
物
と
も
、天
海
は
親
密
な
関
係
に
あ
っ

た
こ
と
が
わ
か
る
。

 

三　

他
宗
と
の
争
論
・
訴
訟
に
お
け
る
天
海
の
斡
旋

元
和
元
年
（
一
六
一
五
）
の
六
月
二
十
二
日
付
の
江
戸
崎
不
動
院
宛
の
南
僧
正
天
海
書
状
（
東
叡
山
津
梁
院
文
書
）
に
は
、
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然
者
近
年
真
言
宗
乱
に
素
絹
着
用
申
候
条
、
用
所
之
旨
有
之
事
候
間
、
尓
昔
絹
衣
沙
汰
之
砌
、
勅
諚
被
成
下
、
口
宣
、
其
外
書
物
、
皆
悉
急
御
上
尤
候
、
吉（
薬
王
院
）田へ
も
此
趣
書

状
遣
候
間
、
談
合
候
而
可
然
候
、

と
あ
る
。
こ
れ
を
み
る
と
、
天
海
は
上
方
で
真
言
宗
と
天
台
宗
と
の
間
で
争
わ
れ
て
い
た
素
絹
の
法
服
着
用
規
準
に
つ
い
て
、
か
つ
て
常
陸
（
茨
城
県
）
で
争
わ
れ
た
素
絹
の
着

用
基
準
の
争
論
の
資
料
を
送
り
届
け
る
よ
う
に
関
東
の
天
台
宗
寺
院
に
指
示
し
て
い
る
。

『
本
光
国
師
日
記
』
所
収
の
元
和
二
年
今
月
吉
祥
日
付
の
奉
行
中
宛
の
越
後
（
新
潟
県
）
古
志
郡
蔵
王
先
別
当
目
安
状
に
は
、

一
、
越
後
州
古
志
郡
蔵
王
堂
者
、
慶
長
十
九
丑
之
三
月
三
日
、
為　

御
諚
、
天
台
宗
ニ
被　

仰
付
之
旨
、
南
光
坊
僧
正
被
申
越
、
同
国
関
山
宝
蔵
院
と
申
出
家
不
慮
ニ
罷
下
、

為
始
蔵
王
別
当
、
学
頭
、
衆
中
過
半
押
出
、
寺
物
社
領
就
致
押
領
、
迷
惑
仕
、
同
年
之
五
月
駿
河
へ
令
上
府
、
南
光
坊
対
談
仕
、
理
申
届
候
得
者
、
依
道
理
究
、
寺
物
社

領
を
返
シ
可
申
之
由
、
合
点
被
仕
候
条
、
同
年
之
八
月
迄
数
度
催
促
申
候
得
共
、
返
シ
依
不
申
、（
中
略
）
抑
此
蔵
王
堂
往
古
雖
台
家
御
座
候
、
中
比
依
為
妻
帯
、
上
椙

謙
信
鎮
護
国
家
号
祈
願
所
□
□
□
犯
僧
候
、
天
台
真
言
蜜（
密
）学
之
知
識
致
崇
敬
、
到
拙
僧
五
代
真
言
仏
法
国
中
弥
懈
（
マ
マ
）之
刻
、
無
好
宝
蔵
院
理
不
尽
押
領
仕
儀
、
被
遂
御
糺
明
、

蒙
安
寧
之
御
諚
度
事
、

と
あ
る
。
こ
れ
を
み
る
と
、
慶
長
十
九
年
（
一
六
一
四
）
三
月
に
天
海
は
越
後
の
蔵
王
堂
を
天
台
宗
化
し
て
、
関
山
宝
蔵
院
を
住
職
と
し
て
派
遣
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
蔵

王
院
別
当
を
は
じ
め
一
山
衆
は
、
往
古
は
天
台
宗
で
あ
っ
た
が
、
現
在
五
代
ま
で
真
言
宗
で
あ
り
、
無
縁
の
天
台
僧
関
山
宝
蔵
院
に
押
領
さ
れ
る
理
由
は
な
い
と
、
奉
行
中
に
訴

え
て
い
る
。
蔵
王
堂
は
三
百
石
余
の
神
領
を
も
っ
て
お
り
、
こ
れ
も
天
海
が
大
き
な
所
領
を
も
つ
寺
社
の
天
台
宗
化
を
は
か
っ
た
一
例
に
加
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

次
に
肥
前
（
佐
賀
県
）
の
一
宮
争
論
に
お
け
る
南
光
坊
天
海
の
斡
旋
振
り
に
つ
い
て
紹
介
し
て
み
た
い
。
私
は
か
つ
て
拙
稿
「
天
台
宗
南
光
坊
天
海
と
真
言
宗
知
足
院
光
誉　

︱
特
に
肥
前
国
一
宮
争
論
を
中
心
に
︱
」（
大
久
保
良
順
先
生
傘
寿
記
念
論
文
集
『
仏
教
文
化
の
展
開
』
所
収
）
と
題
し
て
発
表
し
た
こ
と
が
あ
る
の
で
、
詳
細
は
拙
稿
を
参
照

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

肥
前
の
一
宮
争
論
と
は
、
江
戸
時
代
初
期
に
肥
前
の
河
上
社
（
佐
賀
郡
大
和
町
川
上
）
と
千
栗
社
（
三
養
基
郡
北
茂
安
町
千
栗
）
が
一
宮
を
争
っ
た
事
件
で
あ
る
。
一
宮
の
争

論
で
あ
る
が
、
実
際
は
両
社
の
別
当
寺
院
で
あ
る
河
上
社
の
実
相
院
と
千
栗
社
の
妙
覚
院
が
争
っ
て
い
る
。
実
相
院
は
正
保
四
年
（
一
六
四
七
）
に
藩
主
か
ら
真
言
宗
の
国
内
宗

頭
人
に
任
ぜ
ら
れ
、
妙
覚
院
も
同
年
天
台
宗
の
国
内
宗
頭
人
に
任
ぜ
ら
れ
て
い
る
。
両
寺
と
も
に
肥
前
国
に
お
け
る
両
宗
を
代
表
す
る
寺
で
あ
る
。
そ
の
た
め
河
上
社
、
実
相
院

側
に
は
真
言
宗
の
知
足
院
光
誉
が
、
千
栗
社
・
妙
覚
院
側
に
は
天
台
宗
南
光
坊
天
海
が
つ
い
て
対
立
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

元
和
五
年
（
一
六
一
九
）
の
三
月
七
日
付
の
梨
門
三
千
院
門
跡
最
胤
宛
の
天
海
書
状
（
三
千
院
文
書
）
に
は
、

将
亦
千
栗
山
、
川
上
山
出
入
之
儀
付
而
、
先
年
某
委
伺
叡
慮
候
節
、
御
震（
宸
）筆
之
旨
、
具
鍋（
藩
主
　
勝
茂
）

嶋
信
濃
守
へ
も
申
談
、
被
聞
届
候
而
、
国
へ
も
被
申
下
候
、
右
之
通
関（
二
条
昭
実
）

白
殿
へ
も

御
物
語
来
入
候
、
縦
以
来
何
方
よ
り
も
大（
将
軍
）樹
へ
公
事
あ
が
り
候
共
、
某
有
様
御
尋
候
て
可
申
上
候
、
京
都
之
儀
者
御
前
任
置
候
、

と
あ
る
。
こ
の
天
海
書
状
の
年
代
推
定
は
『
大
日
本
史
料
』
十
二
編
の
元
和
五
年
雑
載
所
収
の
「
門
主
伝
」
に
よ
る
。
元
和
五
年
三
月
七
日
に
天
海
は
京
都
三
千
院
門
跡
最
胤
に

七

・
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千
栗
・
河
上
両
社
の
争
論
に
つ
い
て
、
先
年
自
分
が
後
陽
成
院
に
直
接
伺
っ
た
と
こ
ろ
、
千
栗
社
に
理
運
の
宸
筆
を
下
さ
れ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
肥
前
藩
主
鍋
嶋

勝
茂
に
い
っ
て
あ
り
、
関
白
二
条
昭
実
に
も
宜
し
く
頼
ん
で
あ
る
か
ら
、
京
都
の
こ
と
は
そ
ち
ら
の
方
で
宜
し
く
取
計
ら
っ
て
ほ
し
い
。
ど
こ
か
ら
将
軍
に
訴
訟
が
上
っ
て
も
自

分
が
説
明
す
る
か
ら
安
心
し
て
ほ
し
い
と
の
連
絡
を
し
て
い
る
。

同
年
の
九
月
二
十
三
日
付
の
肥
前
藩
主
鍋
嶋
信
濃
守
勝
茂
宛
の
南
僧
正
天
海
書
状
写
（
実
相
院
文
書
）
に
は
、

将
又
千
栗
山
之
儀
、　

院
宜
旧
記
先
（
後
陽
成
院
）

皇
震（
宸
）筆

等
分
明
之
上
、
伝
奏
無
疑
候
、
然
共
若
又
河
上
山
申
分
残
候
ハ
丶
如
何
候
、
為
念
可
申
越
由
、
伝
奏
ゟ
承
候
条
、
如
此
ニ
候
、

此
度
河
上
山
不
罷
上
候
者
、
於
此
方
可
為
落
着
候
、
御
分
別
過
申
間
敷
候
、

と
あ
る
。
こ
れ
を
み
る
と
、
天
海
は
肥
前
藩
主
鍋
嶋
勝
茂
に
千
栗
社
理
運
の
院
宣
は
後
陽
成
院
の
宸
筆
に
ま
ち
が
い
な
い
旨
を
伝
え
、
河
上
社
に
す
ぐ
に
上
洛
さ
せ
る
よ
う
に
と

要
請
し
て
い
る
。

同
年
の
霜
月
二
十
七
日
付
の
鍋
嶋
勝
茂
宛
の
大
僧
正
天
海
書
状
写
（
実
相
院
文
書
）
に
は
、

抑
千
栗
山
川
上
山
就
一
宮
相
論
、
互
捧
数
通
之
証
文
、
累
年
続
日
訴
申
之
間
、　

後
陽
成
院
様
糺
旧
儀
明
証
文
、
千
栗
山
被
属
理
運
、
忝
被
下　

御
震（
宸
）筆
了
、
寔
文
約
義
明
、

天
鑑
無
私
之
間
、
能
々
被
遂
拝
覧
、
幸
貴
公
国
主
之
儀
候
間
、
早
速
被
加
下
知
尤
候
、
自
今
以
後
万
一
申
掠
人
雖
有
之
、
一
切
不
可
有
許
容
、

と
あ
る
。
天
海
は
鍋
嶋
勝
茂
に
対
し
て
実
相
院
尊
純
の
敗
北
を
一
方
的
に
伝
達
し
て
い
る
。
そ
の
中
で
京
都
に
お
け
る
千
栗
社
の
理
運
の
旨
後
陽
成
院
の
宸
筆
が
下
さ
れ
て
い
る

と
伝
え
て
い
る
が
、
後
陽
成
院
在
世
中
に
こ
の
よ
う
な
一
宮
争
論
に
つ
い
て
裁
許
を
し
た
こ
と
は
な
い
は
ず
で
あ
る
。
天
海
は
前
述
の
元
和
五
年
三
月
五
日
付
の
天
海
書
状
の
中

で
、
後
陽
成
院
の
叡
慮
を
伺
い
と
あ
る
の
で
、
こ
の
こ
と
を
一
方
的
に
主
張
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
後
陽
成
院
の
宸
筆
の
実
否
は
明
確
で
な
い
が
、
い
ず
れ
に

し
て
も
京
都
に
お
け
る
一
宮
争
論
は
天
海
の
斡
旋
に
よ
り
幕
府
関
係
者
の
助
力
を
得
た
千
栗
社
、
天
台
宗
側
が
と
り
あ
え
ず
勝
利
を
収
め
た
よ
う
で
あ
る
。

次
に
京
都
の
北
野
社
で
江
戸
時
代
初
期
に
祠
官
松
梅
院
な
ど
と
宮
仕
達
が
座
配
を
め
ぐ
っ
て
対
立
し
た
事
件
で
、
こ
の
事
件
に
天
海
が
ど
の
よ
う
に
介
入
し
た
か
を
紹
介
し
て

み
た
い
。
こ
の
事
件
に
つ
い
て
は
拙
稿「
南
僧
正
天
海
」署
名
の
発
給
古
文
書
に
つ
い
て（『
鴨
台
史
学
』第
９
号　

平
成
二
十
一
年
三
月
刊
行
予
定
）を
参
照
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

『
駿
府
記
』
の
慶
長
十
八
年
（
一
六
一
三
）
六
月
十
八
日
の
条
や
、『
本
光
国
師
日
記
』
の
同
年
六
月
十
九
日
の
条
を
み
る
と
、
北
野
社
の
祠
宮
松
梅
院
と
宮
仕
達
と
の
座
配
争

論
は
幕
府
の
裁
許
に
よ
り
、
松
梅
院
側
の
勝
利
と
な
り
、
宮
仕
側
の
一
臈
能
閑
は
改
易
処
分
と
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
北
野
社
の
支
配
は
す
べ
て
別
当
で
あ
る
曼
殊
院
門
跡
良
恕

次
第
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

『
北
野
社
家
日
記
』
の
元
和
二
年
（
一
六
一
六
）
二
月
十
日
の
条
に
は
、

竹（
曼
殊
院
）

内
殿
よ
り
御
教
書
参
、
目
代
持
参
、
某
御
教
書
如
此
也
、

能
閑
度
々
曲
事
之
子
細
有
之
間
、
任
旧
例
早
可
有
罪
科
之
旨
、
一
社
中
可
令
相
触
給
之
趣
被
仰
出
候
也
、
恐
々
謹
言
、

十元
和
二
年二
月
十
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

梅
（
松
カ
）寿
丸
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近
世
天
台
宗
教
団
に
お
け
る
南
光
坊
天
海
の
役
割

　
　
　
　

政
所　

御
坊

と
あ
る
。
元
和
二
年
に
も
こ
の
問
題
は
再
発
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
も
曼
殊
院
門
跡
良
恕
の
裁
許
に
よ
り
宮
仕
の
能
閑
は
罪
科
に
処
せ
ら
れ
、
追
放
さ
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
、
元
和
三
、四
年
頃
の
も
の
と
思
わ
れ
る
卯
月
晦
日
付
の
曼
殊
院
門
跡
内
の
岡
本
治
部
宛
の
能
閑
書
状
（
北
野
光
乗
坊
文
書
）
に
は
、

今
度
御
社
務
様
へ
南
光
坊
僧
正
様
被
仰
上
候
付
而
、
我
等
之
儀
御
赦
免
之
段
忝
存
候
、

と
あ
る
。
こ
れ
を
み
る
と
能
閑
は
天
海
の
斡
旋
に
よ
っ
て
、追
放
を
赦
免
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
同
年
と
思
わ
れ
る
六
月
十
七
日
付
の
北
野
宮
仕
中
宛
の
南
光
坊
天
海
書
状（
北

野
社
文
書
）
に
は
、

今
度
竹
（
竹
内
門
跡
）

門
様
申
、
一
老
能
閑
如
前
々
直
候
、
然
者
松
梅
院
与
宮
仕
中
座
拝
之
儀
者
、
竹
門
ニ
御
構
被
成
間
敷
旨
、
被
仰
候
間
、
追
而
可
被
相
究
候
、
先
以
還
住
珍
重
ニ
候
、

と
あ
る
。
こ
れ
を
み
る
と
天
海
は
曼
殊
院
門
跡
良
恕
に
直
接
申
入
れ
、
一
老
能
閑
の
追
放
を
取
り
止
め
、
能
閑
を
還
住
さ
せ
て
い
る
。
し
か
も
極
め
て
特
異
な
事
例
で
あ
る
が
、

天
海
は
北
野
社
の
支
配
は
曼
殊
院
門
跡
次
第
と
し
た
幕
府
の
裁
許
を
否
定
し
て
、
能
閑
を
還
住
さ
せ
、
し
か
も
座
配
に
つ
い
て
は
曼
殊
院
門
跡
良
恕
の
関
与
も
否
定
し
て
い
る
。

辻
博
士
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
天
海
は
多
く
の
訴
訟
・
裁
判
に
つ
い
て
、
天
台
宗
側
の
立
場
に
た
っ
て
介
入
、
斡
旋
し
て
い
る
が
、
北
野
社
の
場
合
は
、
天
台
宗
の
曼
殊

院
門
跡
良
恕
の
立
場
を
否
定
し
て
、
宮
仕
能
閑
の
た
め
に
介
入
・
斡
旋
し
て
い
る
。
現
在
こ
の
特
異
な
事
例
の
背
景
に
つ
い
て
、
そ
の
理
由
を
明
確
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
特
異
な
事
例
が
あ
っ
た
こ
と
も
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

年
未
詳
の
七
月
十
六
日
付
の
大
僧
正
天
海
宛
の
仁
正
寺
藩
主
市
橋
下
総
守
長
政
書
状
（
東
南
寺
文
書
）
に
は
、

先
年
浄（
安
土
　
浄
土
宗
）

厳
院
と
出
入
御
座
候
、
若
左
様
之
儀
ニ
御
座
候
ハ
丶
、
右（
マ
マ
）ゟ
御
存
知
之
事
ニ
候
間
、
可
然
様
奉
頼
候
、

と
あ
る
。
こ
れ
を
み
る
と
、
天
台
宗
寺
院
桑
実
寺
と
交
流
を
も
っ
て
い
た
仁
正
寺
藩
主
市
橋
下
総
守
長
政
は
、
安
土
の
浄
土
宗
寺
院
浄
厳
院
と
の
間
で
、
出
入
が
起
っ
た
な
ら
ば
、

桑
実
寺
の
こ
と
を
宜
し
く
取
成
し
て
ほ
し
い
と
、
天
海
に
頼
ん
で
い
る
。

年
未
詳
の
九
月
朔
日
付
の
上
野
執
当
衆
最
教
院
・
竹
林
坊
・
双
厳
院
宛
の
寺
社
奉
行
衆
安
藤
右
京
進
重
長
と
堀
市
正
利
重
連
署
書
状
（「
慈
眼
大
師
御
年
譜
附
録
」
所
収
）
に
は
、

然
者
富
士
山
伏
辻
之
坊
と
大
教
坊
出
入
候
義
、
大
僧
正
様
被
聞
召
、
思
召
之
通
被
仰
越
候
趣
、
得
其
意
存
候
、

と
あ
る
。
こ
れ
を
み
る
と
、
天
海
は
富
士
山
伏
の
争
論
に
も
介
入
し
て
い
る
。
幕
府
の
寺
社
奉
行
衆
が
天
海
の
思
召
の
通
り
承
知
し
た
と
い
っ
て
い
る
の
で
、
天
海
は
富
士
山
伏

の
争
論
に
も
充
分
影
響
力
を
も
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

以
下
は
、
天
台
宗
内
の
争
論
・
訴
訟
の
事
例
で
あ
る
が
、
天
海
の
実
力
者
振
り
が
よ
く
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。

年
未
詳
の
卯
月
晦
日
付
の
書
写
山
の
惣
中
・
松
寿
院
宛
の
大
僧
正
天
海
書
状
（
円
教
寺
文
書
）
に
は
、

今
度
書
写
山
対
衆
徒
中
、
座
方
共
不
義
申
乱
、
背
惣
中
并
本
坊
下
知
之
段
、
曲
事
故
、
則
菊
円
・
長
源
・
菊
善
・
定
源
・
教
住
・
祐
円
・
長
宗
、
江
戸
へ
越
候
、
七
人
之
者
、

従
御
公
儀
流
罪
と
被
仰
付
候
へ
共
、
剃
髪
候
者
之
事
候
間
、
被
成
御
赦
免
候
様
に
と
、
我
等
申
に
付
而
、
播
磨
国
中
御
払
被
成
候
、

九

・



大
正
大
學
研
究
紀
要　

第
九
十
四
輯

と
あ
る
。
こ
れ
を
み
る
と
、
書
写
山
円
教
寺
の
一
山
内
部
に
お
い
て
対
立
し
て
、
座
方
の
僧
が
、
惣
中
や
本
坊
の
下
知
に
背
き
、
七
人
の
も
の
が
江
戸
ま
で
出
訴
し
た
。
と
こ
ろ

が
幕
府
の
裁
許
に
よ
り
七
人
の
僧
は
流
罪
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
天
海
は
出
家
者
の
こ
と
で
あ
る
の
で
罪
一
等
を
免
じ
ら
れ
た
い
と
願
い
出
て
、
播
磨
一
国
追

放
に
減
刑
さ
れ
た
こ
と
を
書
写
山
側
に
伝
え
て
い
る
。

年
未
詳
の
二
月
四
日
付
の
川
越
中
院
の
寺
家
衆
・
正
観
坊
・
池
田
勘
右
衛
門
宛
の
寛
永
寺
執
当
衆
双
厳
院
豪
俔
・
最
教
院
晃
海
連
署
書
状
（
中
院
文
書
）
に
は
、

仍
而
志
垂
之
郡
安
養
院
と
申
者
、
中
院
旦
那
を
我
侭
吊
申
候
由
、
曲
事
ニ
候
、
然
者
彼
者
従
中
院
追
放
被
申
候
処
、
承
引
不
申
、
帰
寺
仕
居
申
候
由
、
重
々
徒
者
ニ
御
座
候
、

急
度
被
遂
穿
鑿
、
此
方
へ
可
被
申
上
候
由
、　

大
僧
正
様
御
意
ニ
候
、
右
申
分
無
之
候
ニ
お
い
て
ハ
、
早
々
御
追
放
尤
ニ
候
、

と
あ
る
。
こ
れ
を
み
る
と
、
安
養
院
は
勝
手
に
葬
儀
を
執
行
し
た
た
め
本
寺
中
院
か
ら
追
放
処
分
と
な
っ
た
が
、
承
知
せ
ず
、
安
養
院
に
居
す
わ
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
て
天
海
は

必
ず
調
査
を
し
て
こ
ち
ら
に
報
告
す
る
よ
う
に
、
そ
し
て
早
々
に
安
養
院
を
追
放
す
る
こ
と
を
指
示
し
て
い
る
。
こ
れ
は
他
宗
と
の
訴
訟
・
裁
判
と
は
異
な
る
が
、
天
台
宗
内
の

紛
争
の
最
終
決
定
権
を
天
海
が
も
っ
て
い
た
こ
と
を
示
す
事
例
で
あ
る
。

 

四　

新
興
寺
院
へ
の
斡
旋

寛
永
九
年
（
一
六
三
二
）
霜
月
吉
日
付
の
円
福
寺
宛
の
大
僧
正
天
海
の
東
叡
山
直
末
補
任
状
（
毛
呂
山
円
福
寺
文
書
）
に
は
、

武
州
山
根
新
地
建
立
至
神
妙
、
依
之
号
円
福
寺
、
令
補
東
叡
山
直
末
者
也
、

と
あ
る
。
こ
れ
を
み
る
と
、
天
海
は
新
設
の
寺
院
に
円
福
寺
の
寺
号
を
与
え
、
い
き
な
り
東
叡
山
の
直
末
寺
院
に
補
任
し
て
い
る
。

寛
永
十
四
年
二
月
二
十
六
日
付
の
上
野
（
群
馬
県
）
の
常
光
寺
宛
の
大
僧
正
天
海
の
東
叡
山
末
寺
補
任
状
（
上
野
常
光
寺
文
書
）
に
は
、

上
野
国
甘
楽
郡
小
坂
村
依
新
寺
起
立
、
号
坂
照
山
常
光
寺
者
也
、
者
自
今
以
後
、
為
東
叡
山
末
寺
、
真
俗
之
経
歴
不
可
有
怠
慢
者
也
、

と
あ
る
。
こ
れ
を
み
る
と
、
天
海
は
新
設
の
寺
院
に
対
し
て
、
坂
照
山
常
光
寺
の
号
を
与
え
、
東
叡
山
の
末
寺
に
補
任
し
て
い
る
。

寛
永
二
十
年
正
月
十
七
日
付
の
川
越
の
高
松
院
宛
の
大
僧
正
天
海
の
喜
多
院
直
末
補
任
状
（
三
芳
野
神
社
文
書
）
に
は
、

因
兹　

征
夷
大
将
軍
家
光
公
御
再
興
之
寺
社
異
他
霊
跡
矣
、
故
従
往
古
号
広
福
寺
、
今
亦
新
号
三
芳
山
高
松
院
、
令
補
入
東
郡
星
野
山
喜
多
院
之
直
末
畢
、

と
あ
る
。
こ
こ
で
も
天
海
は
徳
川
家
光
に
よ
っ
て
再
興
さ
れ
た
三
芳
野
神
社
の
別
当
高
松
院
に
対
し
て
、
新
ら
た
に
三
芳
山
高
松
院
の
号
を
与
え
、
喜
多
院
の
直
末
に
補
任
し
て

い
る
。

年
未
詳
の
十
一
月
朔
日
付
の
鳥
取
藩
家
老
宛
の
大
僧
正
天
海
書
状
（
鳥
取
大
雲
院
文
書
）
に
は
、

一
〇



近
世
天
台
宗
教
団
に
お
け
る
南
光
坊
天
海
の
役
割

就
其
勝（
池
田
光
仲
）

五
郎
殿
祈
願
所
大
乗
坊
へ
御
申
付
令
満
足
候
、
即
長
寿
院
と
院
号
申
付
候
、

と
あ
る
。
こ
こ
で
は
新
た
に
鳥
取
に
入
国
し
た
池
田
勝
五
郎
光
仲
が
在
地
の
大
乗
坊
を
祈
願
所
に
任
命
し
た
。
そ
こ
で
天
海
は
大
乗
坊
に
長
寿
院
の
院
号
を
与
え
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
事
例
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
天
海
は
新
設
の
寺
院
を
保
護
し
、
取
立
て
る
た
め
に
東
叡
山
や
喜
多
院
の
直
末
に
し
て
、
山
号
・
院
号
・
寺
号
を
付
与
し
て
、
格
式
を

調
え
た
の
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
以
外
に
新
設
の
寺
院
で
あ
る
か
ど
う
か
明
確
で
な
い
が
、
天
海
が
東
叡
山
の
直
末
と
し
て
、
山
号
・
院
号
・
寺
号
の
三
号
を
付
与
し
て
い
る
例
が
数
多
く
見
ら
れ
る
。

寛
永
十
七
年
正
月
吉
日
宛
の
高
蔵
寺
宛
の
大
僧
正
天
海
の
東
叡
山
補
任
状
（
高
蔵
寺
文
書
）
に
は
、

武
州
男
衾
郡
松
山
郷
今
市
村

宝
珠
山　

高
蔵
寺　

地
福
院

右
属
江
戸
東
叡
山
直
末
畢
、
者
自
今
以
後
、
守
本
寺
之
命
、
可
専
寺
院
相
続
者
也
、

と
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
天
海
は
高
蔵
寺
に
山
号
・
院
号
・
寺
号
を
付
与
し
て
、
東
叡
山
の
直
末
に
補
任
し
て
い
る
。

寛
永
十
九
年
三
月
二
十
八
日
付
の
観
音
寺
宛
の
大
僧
正
天
海
の
東
叡
山
直
末
補
任
状
（
萩
原
家
文
書
）
に
は
、

上（
武
蔵
力
）
野
州
賀
美
郡
黛
村

大
悲
山　

観
音
寺　

普
門
院

右
東
叡
山
属
直
末
之
間
、
自
今
以
後
、
弥
天
下
安
全
之
御
祈
祷
、
不
可
有
怠
慢
者
也
、

と
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
天
海
は
観
音
寺
に
山
号
・
院
号
・
寺
号
を
附
与
し
て
、
東
叡
山
の
直
末
に
補
任
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
事
例
は
全
国
各
地
で
み
ら
れ
る
が
、
三
号
を
附
与
さ
れ
た
寺
院
は
特
別
由
緒
の
あ
る
寺
院
と
も
思
わ
れ
な
い
の
で
、
そ
れ
ら
の
寺
院
を
保
護
、
取
り
立
て
る
た
め

に
、
天
海
が
斡
旋
し
た
も
の
と
考
え
て
い
る
。

な
お
、
本
稿
に
つ
い
て
は
拙
稿
「
関
東
天
台
の
本
末
制
度　

︱
特
に
天
海
の
東
叡
山
直
末
制
度
に
つ
い
て
︱
」（『
仏
教
史
学
研
究
』
第
三
十
号
第
一
号　

昭
和
六
十
二
年
六
月

刊
）
を
も
参
照
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

 

五　

朱
印
状
の
斡
旋

天
海
の
天
台
宗
寺
院
へ
の
朱
印
状
の
斡
旋
振
り
に
つ
い
て
は
、
私
は
か
つ
て
拙
稿
「
南
光
坊
天
海
の
天
台
宗
寺
院
へ
の
朱
印
状
斡
旋
」（
北
条
賢
三
博
士
記
念
論
文
集
『
イ
ン

一
一



大
正
大
學
研
究
紀
要　

第
九
十
四
輯

ド
学
諸
思
想
と
そ
の
周
延
』
平
成
十
六
年
六
月
刊
）
と
題
し
て
発
表
し
た
こ
と
が
あ
る
。
今
回
は
内
容
の
重
複
を
避
け
て
い
る
が
、併
せ
て
御
一
読
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

慶
長
十
八
年
（
一
六
一
三
）
の
七
月
十
八
日
付
の
『
本
光
国
師
日
記
』
所
収
の
江
戸
幕
府
年
寄
衆
本
多
佐
渡
守
正
信
宛
の
金
地
院
崇
伝
書
状
に
は
、

浅
草
観
音
院
去
春
南
光
坊
同
道
に
而
参
府
候
、
於
御
前
論
議
被
申
上
、
御
感
候
、
浅
草
寺
御
朱
印
之
儀
申
上
、
則
頂
戴
被
申
候
、
従
是
南
光
坊
同
道
に
而
上
洛
、

と
あ
る
。
こ
れ
を
み
る
と
、
天
海
が
御
前
論
議
の
時
に
、
浅
草
寺
の
朱
印
を
願
い
出
て
、
許
可
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

同
年
の
八
月
二
十
日
付
の
『
本
光
国
師
日
記
』
所
収
の
松
平
右
馬
助
宛
の
金
地
院
崇
伝
書
状
に
は
、

三
州
瀧
之
寺
御
朱
印
之
儀
、
南
光
坊
如
御
存
知
御
前
へ
申
上
候
、

と
あ
る
。
こ
れ
を
み
る
と
、
三
河
（
愛
知
県
）
の
瀧
の
瀧
山
寺
の
朱
印
状
に
つ
い
て
天
海
が
仲
介
、
斡
旋
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

元
和
四
年
（
一
六
一
八
）
と
思
わ
れ
る
二
月
二
十
八
日
付
の
関
白
二
条
昭
実
宛
の
南
僧
正
天
海
書
状
（
三
千
院
文
書
）
に
は
、

然
者
於
日
光
山
梶
井
御
門
跡
へ
御
本
坊
知
行
以
下
、
先
以
被
進
之
候
、
以
来
者
別
而
可
有
御
入
魂
候
間
、
加
増
を
も
可
被
進
之
候
か
と
存
候
、

と
あ
る
。
京
都
梶
井
門
跡
は
元
和
三
年
九
月
に
朱
印
状
を
も
ら
っ
て
お
り
、
こ
の
書
状
は
月
日
か
ら
考
え
て
、
翌
元
和
四
年
の
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
を
み
る
と
、
天
海
は
日
光

に
お
い
て
、
京
都
三
千
院
の
梶
井
宮
門
跡
の
知
行
に
つ
い
て
も
斡
旋
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

同
年
と
思
わ
れ
る
三
月
十
六
日
付
の
梶
井
宮
門
跡
最
胤
宛
の
天
海
書
状
（
三
千
院
文
書
）
に
は
、

追
日
大
（
徳
川
秀
忠
）
樹
我
等
へ
御
悃
切
候
、
可
御
心
易
候
、
知
行
之
加
増
な
と
も
、
於
日
光
山
昨
十
五
預
候
、
忝
候
、

と
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
天
海
は
直
接
三
千
院
梶
井
宮
門
跡
最
胤
に
知
行
の
加
増
を
伝
達
し
て
い
る
。

こ
の
項
目
の
最
後
に
、
前
回
の
拙
稿
で
見
落
し
て
い
た
天
海
の
朱
印
状
の
斡
旋
振
り
を
示
す
格
好
の
史
料
が
、
上
野
（
群
馬
県
）
の
柳
沢
寺
で
確
認
さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
れ

を
紹
介
し
て
こ
の
項
目
の
ま
と
め
に
し
た
い
。

年
未
詳
の
九
月
三
日
付
の
領
主
安
藤
右
京
進
重
長
宛
の
大
僧
正
天
海
書
状
（
柳
沢
寺
文
書
）
に
は
、

一
筆
令
啓
候
、
貴
殿
御
領
中
上
州
郡（
群
）馬

府
柳
沢
寺
領
高
参
拾
石
之
所
、
於
桃
井
郷
従
先
規
付
来
、
貴
殿
御
拝
領
以
後
弥
無
相
違
、
于
今
寺
納
仕
候
事
無
紛
、
又
寺
院
古
跡
無

其
隠
、
当
住
も
学
問
相
続
之
者
候
、
殊
従
前
代
天
下
安
全
之
御
祈
祷
、
毎
年
無
怠
令
修
行
候
、
幸
御
領
分
之
事
候
間
、
御
次
而
を
以　

御
朱
印
頂
戴
仕
候
様
ニ
頼
入
候
、
先

従
貴
殿
為
証
文
御
書
出
可
被
下
候
、
寺
院
為
後
代
候
間
、
御
建
立
と
思
召
被
入
御
精
可
給
候
、
恐
惶
謹
言
、

九
月
三
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
僧
正　

天
（
花
押
）

安
藤
右（
重
長
）

京
進
殿

　

人
々
御
中

と
あ
る
。
こ
れ
を
み
る
と
、
天
海
は
柳
沢
寺
の
在
地
の
領
主
安
藤
右
京
進
重
長
に
寺
領
三
十
石
の
朱
印
化
を
願
い
出
て
い
る
。
こ
の
頃
安
藤
右
京
進
重
長
は
幕
府
の
寺
社
奉
行
を

一
二



近
世
天
台
宗
教
団
に
お
け
る
南
光
坊
天
海
の
役
割

勤
め
て
お
り
、
朱
印
状
の
仲
介
に
は
も
っ
と
も
適
切
な
人
物
で
あ
る
。
こ
の
書
状
の
年
代
推
定
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。

年
未
詳
の
九
月
三
日
付
の
大
僧
正
天
海
宛
の
安
藤
右
京
進
重
長
書
状
（
柳
沢
寺
文
書
）
に
は
、

猶
以
、
柳
沢
寺
々
領　

御
朱
印
御
訴
訟
之
義
被
仰
越
候
通
、
相
心
得
存
候
、
出
（
寺
社
奉
行
　
松
平
出
雲
守
勝
隆
）

雲
所
へ
も
、
右
之
段
可
被
仰
遣
候
、
以
上
、

尊
書
致
拝
見
候
、
然
者
拙
者
領
内
之
柳
沢
寺
寺
領　

御
朱
印
之
義
被
仰
越
、
奉
得
其
意
候
、
右
之
趣
雲
州
方
へ
も
、
委
可
被
仰
遣
候
、
猶
期
尊
顔
之
時
候
、
恐
惶
頓
首
、

九
月
三
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

安
藤
右
京
進　

重
長
（
花
押
）

大（
大
僧
正
天
海
）

僧
正
様

尊
答

と
あ
る
。
こ
れ
は
前
述
の
天
海
書
状
に
対
す
る
安
藤
重
長
の
返
書
で
あ
る
。
こ
れ
を
み
る
と
、
安
藤
重
長
は
天
海
の
申
入
れ
を
受
け
入
れ
て
、
同
じ
寺
社
奉
行
仲
間
の
松
平
出
雲

守
勝
隆
に
伝
達
し
て
い
る
。
こ
の
書
状
の
年
代
推
定
に
つ
い
て
も
後
述
す
る
。

年
未
詳
の
九
月
五
日
付
の
天
海
の
弟
子
の
上
野
執
当
双
厳
院
豪
俔
宛
の
寺
社
奉
行
松
平
出
雲
守
勝
隆
書
状
（
柳
沢
寺
文
書
）
に
は
、

以
上

従
大（
南
光
坊
天
海
）

僧
正
様
貴
墨
致
拝
見
候
、
然
者
安
藤
右（
重
長
）
京
進
殿
領
内
、
上
州
郡（
群
）馬
府
柳
沢
寺
領　

御
朱
印
之
儀
被
仰
下
候
、
今
程
左
様
之
御
沙
汰
無
御
座
候
間
、
重
而
御
次
而
之
刻
、

各
可
致
相
談
候
、
右
之
通
、
右
京
殿
へ
も
被
仰
入
之
由
、
奉
得
其
意
候
、
此
等
之
趣
、
可
然
様
ニ
可
預
御
心
得
候
、
恐
々
謹
言
、

九
月
五
日　
　

松
（
寺
社
奉
行
）

平
出
雲
守　

勝
隆
（
花
押
）

双（
豪
俔
）
厳
院

と
あ
る
。
同
僚
の
安
藤
右
京
進
重
長
の
連
絡
を
受
け
た
寺
社
奉
行
の
松
平
出
雲
守
勝
隆
は
、
天
海
か
ら
の
柳
沢
寺
へ
の
朱
印
状
の
申
入
れ
は
承
知
し
た
が
、
現
在
幕
府
は
朱
印
状

を
発
給
を
し
て
い
な
い
の
で
、
序
い
で
の
時
に
相
談
し
て
発
給
し
た
い
と
、
天
海
の
弟
子
の
上
野
執
当
双
厳
院
豪
俔
に
報
告
を
し
て
い
る
。
天
海
の
申
入
れ
で
は
あ
る
が
、
こ
の

時
に
は
柳
沢
寺
に
朱
印
状
は
出
さ
れ
な
か
っ
た
。
こ
の
三
通
の
書
状
の
年
代
推
定
で
あ
る
が
、
寺
社
奉
行
を
安
藤
右
京
進
重
長
と
松
平
出
雲
守
勝
隆
の
二
人
が
勤
め
て
い
る
。
初

期
の
寺
社
奉
行
は
三
人
体
制
で
あ
っ
た
が
、
寛
永
十
九
年
（
一
六
四
二
）
七
月
十
日
に
堀
式
部
少
輔
直
之
が
亡
く
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
書
状
の
九
月
三
日
、
九
月
五
日
の
日

付
か
ら
考
え
て
、
寛
永
十
九
年
以
降
の
も
の
で
あ
ろ
う
。
次
の
こ
れ
ら
の
書
状
の
差
出
人
の
一
人
南
光
坊
天
海
が
寛
永
二
十
年
十
月
に
亡
く
な
っ
て
い
る
の
で
、
こ
れ
ら
の
三
通

の
書
状
は
、
寛
永
十
九
、二
十
年
の
い
ず
れ
か
の
も
の
で
あ
ろ
う
。
寛
永
年
間
の
朱
印
状
は
寛
永
十
三
年
十
一
月
に
発
給
さ
れ
た
も
の
が
多
く
、
天
海
の
力
を
も
っ
て
し
て
も
時

期
は
ず
れ
の
朱
印
状
の
発
給
は
難
か
し
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

 

一
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大
正
大
學
研
究
紀
要　

第
九
十
四
輯

六　

僧
位
・
僧
官
の
斡
旋

年
未
詳
の
六
月
十
六
日
付
の
妙
法
院
坊
官
の
今
少
路
某
宛
の
施
薬
院
宗
伯
書
状
（
妙
法
院
文
書
）
に
は
、

就
中
北
院
極
官
之
儀
も
被
得
御
意
、
相
済
申
候
様
に
、
勧
修
寺
殿
へ
被
仰
遣
候
様
に
、
御
取
成
奉
頼
存
候
、
南
光
事
御
肝
煎
被
成
儀
、
忝
次
第
候
、

と
あ
る
。
こ
れ
を
み
る
と
、
北
院
の
極
官
、
す
な
わ
ち
僧
正
成
に
つ
い
て
南
光
坊
天
海
の
肝
煎
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

年
未
詳
の
正
月
二
十
一
日
付
の
大
僧
正
天
海
宛
の
妙
法
院
門
跡
尭
然
書
状
（「
慈
眼
大
師
御
年
譜
附
録
」
所
収
）
に
は
、

養
源
院
極
官
之
事
、
今
度
日
光
山
参
向
之
事
候
条
、
此
度
相
調
候
様
、
偏
頼
入
候
、

と
あ
る
。
こ
こ
で
も
京
都
養
源
院
極
官
の
事
、
す
な
わ
ち
僧
正
成
に
つ
い
て
、
妙
法
院
門
跡
尭
然
は
天
海
に
依
頼
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

寛
永
九
年
（
一
六
三
二
）
の
極
月
二
十
七
日
付
の
大
僧
正
天
海
宛
の
妙
法
院
門
跡
尭
然
書
状
（
旧
喜
多
院
文
書
）
に
は
、

将
又
養
源
院
院
家
之
事
、
是
又
事
済
候
様
に
頼
存
候
、

と
あ
る
。
こ
こ
で
も
養
源
院
の
院
家
の
こ
と
に
つ
い
て
、
妙
法
院
門
跡
尭
然
は
天
海
に
依
頼
し
て
い
る
。

『
本
光
国
師
日
記
』
の
寛
永
九
年
三
月
十
九
日
の
条
に
、

十
九
日
之
晩
、
大
僧
正
ゟ
双
巌
院
・
寂
光
院
・
最
教
院
三
人
使
に
来
、
僧
正
に
成
候
衆
ノ
覚
書
来
ル
、
案
在
左
、

僧
正
跡　
　
　
　
　
　
　

毘
沙
門
堂
御
門
跡

唯
顕
室

仙
波　
　
　
喜
多
院　
　
　

院
家　
　

智
楽
院

顕
蜜
室

仙
波　
　
　
中
之
院　
　
　

続
目　
　

中
之
院

長
沼　
　

宗
光
寺　
　
　

続
目　
　

長（マ
マ
）福寺

金
鑚
山　

大
光
普
照
寺　

続
目　
　

金
鑚
山　
　
　
　
　
　
　
　
　

檀
那
流

三
途
台　
　
　
長（
マ
マ
）福

寺　
　
　
　

已
上

小
野　
　

逢
善
寺　
　
　
　
　

春
日
岡
同
上

蜜
室　
　

千
妙
寺　
　
　
　
　

月
山
寺
同
上

顕
蜜
禅　

長
楽
寺　
　
　
　
　

日
増
院
同
上

右
之
外
依
人
出
世　
　
　
　

右
之
外
雖
有
之
略
了

三
使
之
口
上
は
、
僧
正
室
は
理
運
之
上
に
候
、
春
日
・
月
山
・
日
増
は
新
規
に
候
間
、
宗
光
寺
・
逢
善
寺
・
千
妙
寺
明
而
候
間
、
三
人
を
直
、
其
上
僧
正
に
尤
之
由
也
、,
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近
世
天
台
宗
教
団
に
お
け
る
南
光
坊
天
海
の
役
割

と
あ
る
。
こ
れ
を
み
る
と
、
天
海
は
天
台
宗
内
に
お
け
る
僧
正
成
寺
院
の
推
薦
権
を
独
占
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
も
春
日
岡
と
月
山
寺
と
日
増
院
の
三
箇
所
を
強
引
に

僧
正
成
に
推
薦
し
て
い
る
。

『
本
光
国
師
日
記
』
所
収
の
寛
永
九
年
の
九
月
二
日
付
の
本
光
国
師
金
地
院
崇
伝
宛
の
大
僧
正
天
海
書
状
に
は
、

然
者
内
々
申
候
極
官
之
儀
、
次
第
有
御
座
物
候
、
併
一
度
に
者
恣
之
儀
候
間
、
二
ツ
に
相
分
、
可
然
之
由
、
九
条
殿
も
御
異
見
候
間
、
尤
之
儀
候
、
順
次
候
へ
は
、
三
途
台
・

金
鑚
・
春
日
岡
・
寒
松
院
・
日
増
院
候
へ
共
、
此
度
者
、
先
春
日
岡
・
金
鑚
・
日
増
院
、
此
参
院
を
可
被
成
候
、
其
後
三
途
台
・
寒
松
院
を
は
可
申
候
、
智
楽
院
は
院
家
之

事
と
申
、
紅
葉
山
権
別
当
候
間
、
今
度
之
衆
に
可
然
候
、
但
、
此
人
は
明
日
を
も
不
期
体
候
へ
共
、
後
生
之
儀
候
間
申
事
候
、
日
増
院
事
は
、
尾
州
権
別
当
之
事
候
間
、
猶

以
之
事
候
、

と
あ
る
。
こ
れ
を
み
る
と
、
天
海
は
僧
正
成
の
順
番
に
つ
い
て
、
二
回
に
分
け
て
、
最
初
に
春
日
岡
・
金
鑚
・
日
増
院
の
三
人
と
し
て
、
そ
の
後
に
三
途
台
・
寒
松
院
の
二
人
と

し
た
ら
ど
う
か
と
、
金
地
院
崇
伝
に
申
入
れ
て
い
る
。
な
お
、
智
楽
院
は
紅
葉
山
権
別
当
で
、
し
か
も
明
日
を
も
わ
か
ら
な
い
状
態
な
の
で
、
特
別
に
今
回
の
枠
に
入
れ
て
ほ
し

い
と
い
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
『
本
光
国
師
日
記
』
の
記
述
を
み
る
と
、
当
時
の
天
台
宗
寺
院
の
僧
官
の
推
薦
権
を
天
海
が
握
っ
て
い
た
こ
と
が
よ
く
わ
け
る
。

 

ま
と
め

近
世
初
期
の
仏
教
界
に
お
い
て
、
天
台
僧
南
光
坊
天
海
の
実
力
は
天
台
宗
内
の
み
に
止
ま
ら
ず
、
仏
教
界
全
般
、
さ
ら
に
は
江
戸
幕
府
内
部
に
ま
で
浸
透
し
て
い
た
こ
と
は
、

す
で
に
辻
善
之
助
博
士
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
通
り
で
あ
る
。
本
稿
で
は
内
容
の
重
複
を
避
け
て
、
天
台
宗
教
団
に
お
け
る
天
海
の
役
割
を
確
認
す
る
た
め
に
、
天
台
宗
内
に
お
け

る
天
海
の
仲
介
・
斡
旋
行
為
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
て
み
た
。
そ
の
際
、
私
は
も
っ
と
も
良
質
な
史
料
と
考
え
る
古
文
書
を
中
心
に
論
述
し
よ
う
と
試
み
た
。
そ
の
結
果
、
史
料

の
整
理
過
程
で
目
立
っ
た
「
後
継
住
職
の
斡
旋
」「
有
力
者
へ
の
仲
介
・
斡
旋
」「
他
宗
と
の
争
論
・
訴
訟
に
お
け
る
天
海
の
斡
旋
」「
新
興
寺
院
へ
の
斡
旋
」「
朱
印
状
の
斡
旋
」「
僧

位
・
僧
官
の
斡
旋
」
の
六
項
目
を
中
心
に
論
述
し
た
。
し
か
し
天
海
の
単
発
的
な
斡
旋
行
為
は
こ
れ
以
外
に
も
多
数
存
在
す
る
。

こ
れ
ら
を
通
し
て
、
近
世
初
期
の
天
台
宗
教
団
に
お
け
る
天
海
の
立
場
を
み
る
と
、
慶
長
年
間
ま
で
は
関
東
の
有
力
寺
院
や
京
都
の
門
跡
寺
院
に
対
す
る
遠
慮
が
あ
っ
た
よ
う

で
あ
る
が
、
元
和
年
間
以
降
に
な
る
と
、
天
海
は
京
都
の
北
野
社
の
座
配
争
論
で
、
別
当
で
あ
る
天
台
門
跡
曼
殊
院
良
恕
の
裁
許
を
覆
し
た
り
、
年
代
の
検
討
を
要
す
る
が
、
青

蓮
院
門
跡
尊
純
に
か
わ
っ
て
大
僧
正
に
補
任
さ
れ
る
な
ど
、
門
跡
寺
院
の
力
を
凌
ぐ
実
力
を
身
に
つ
け
た
。
さ
ら
に
江
戸
に
寛
永
寺
を
設
立
し
て
、
伝
統
的
な
関
東
有
力
寺
院
の

上
位
に
位
置
づ
け
る
な
ど
、
天
海
は
天
台
宗
教
団
内
に
お
け
る
第
一
人
者
の
地
位
を
確
立
し
て
い
る
。
浄
土
宗
の
増
上
寺
源
誉
存
応
、
古
義
真
言
宗
の
三
宝
院
義
演
、
新
義
真
言

宗
の
智
積
院
日
誉
な
ど
、
各
宗
の
第
一
人
者
と
比
較
し
て
も
、
天
海
の
実
力
は
と
び
ぬ
け
て
い
る
。
し
か
も
天
海
の
場
合
、
そ
の
仲
介
・
斡
旋
振
り
を
み
る
と
、
天
台
宗
僧
侶
の

一
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大
學
研
究
紀
要　

第
九
十
四
輯

枠
を
超
越
し
た
活
躍
振
り
で
あ
る
。
江
戸
幕
府
初
期
の
寺
社
行
政
を
担
当
し
た
金
地
院
崇
伝
の
仲
介
・
斡
旋
振
り
と
は
異
な
り
、
仏
教
界
だ
け
に
止
ま
ら
ず
、
社
会
一
般
に
も
大

き
な
影
響
力
を
も
っ
て
い
る
。
あ
た
か
も
幕
閣
の
政
治
に
関
与
し
た
年
寄
衆
の
よ
う
な
実
力
を
有
し
て
い
る
。

こ
れ
は
い
か
な
る
理
由
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
一
つ
に
は
徳
川
家
康
の
僧
侶
の
登
用
シ
ス
テ
ム
と
思
わ
れ
る
御
前
論
議
で
そ
の
実
力
を
認
め
ら
れ
、
家
康
に
登
用
さ
れ

た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
実
体
は
そ
の
後
天
海
が
徳
川
家
康
・
秀
忠
・
家
光
の
三
代
将
軍
に
長
老
と
し
て
三
十
年
余
の
長
き
に
わ
た
っ
て
仕
え
ひ
こ
と
、
さ
ら
に

百
八
歳
と
い
う
類
稀
な
高
齢
さ
に
、
彼
の
学
識
、
加
持
祈
祷
力
な
ど
が
相
俟
っ
た
結
果
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
晩
年
は
徳
川
家
光
の
第
三
代
将
軍
就
任
に
尽
力
し
た
功
績
も
加
っ
て
、

家
光
の
絶
対
的
な
帰
依
を
得
た
こ
と
が
、
こ
の
よ
う
な
実
力
を
有
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
史
料
の
上
で
は
具
体
的
に
現
れ
て
こ
な
い
が
、
江
戸
幕
府
の
宗
教
政

策
に
順
応
し
た
天
海
の
時
代
の
流
れ
を
先
読
み
す
る
能
力
も
高
く
評
価
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

最
後
に
辻
博
士
以
来
、
天
海
は
天
台
宗
教
団
の
発
展
の
た
め
に
尽
力
し
、
様
々
な
形
で
天
台
宗
寺
院
を
保
護
・
斡
旋
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
事
実
そ
の
通
り
で
あ
る
が
、
例

外
と
し
て
、
京
都
北
野
社
の
座
配
争
論
で
、
天
海
は
別
当
で
あ
る
天
台
宗
曼
殊
院
門
跡
良
恕
の
裁
許
に
反
対
し
て
、
対
立
し
た
宮
仕
側
に
立
ち
能
閑
の
追
放
を
取
り
消
す
べ
く
斡

旋
し
て
い
る
。
こ
れ
は
特
別
の
事
情
が
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
現
在
私
に
は
そ
の
理
由
が
不
明
で
あ
り
、
将
来
へ
の
研
究
課
題
で
あ
る
。
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